
平成平成平成平成２０２０２０２０年度香取市年度香取市年度香取市年度香取市のののの財務書類財務書類財務書類財務書類４４４４表表表表（（（（概要版概要版概要版概要版））））

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

　地方公共団体の公会計の整備については、いわゆる「地方分権一括法(H12.4)」が施行され、
地方分権への取り組みが加速されるのに併せ、既存の現金収支にかかる財政指標だけでなく、自
治体の財政状況を総合的かつ長期的に把握するため、企業会計的手法の導入が求められることと
なりました。その後、具体的な導入方法について調査・研究が行われるとともに、「行政改革の
重要指針(H17.12)」により、地方においても、資産・債務改革へ積極的に取り組むことが明示さ
れ、「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律(H18.6)」及び「経済
財政運営と構造改革に関する基本方針2006」を踏まえ、「地方公共団体における行政改革の更な
る推進のための指針(H18.8)」が示されました。この指針を受けて、地方公共団体は、財務書類4
表（貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計算書、純資産変動計算書）と、関係する情報の
開示に取り組むこととなりました。
　また、新地方公会計制度を導入する目的は、単に財務書類を作成・公表するだけでなく、市民
に対し、財政状況を適切に情報開示することや、庁内における行財政運営に活用する仕組みを併
せて検討・実施することにあるといわれています。
　香取市では、平成19年10月に国（総務省）が公表した「新地方公会計制度実務研究会報告書」
の『総務省方式改訂モデル』に基づき財務書類4表を作成しました。

２２２２．．．．香取市香取市香取市香取市のののの普通会計財務書類普通会計財務書類普通会計財務書類普通会計財務書類４４４４表表表表

((((1111) ) ) ) 貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表（（（（バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート））））

　　　

● 資産総額は約1,007億円、負債総額は約389億円で、純資産総額は約618億円です。

● 資産総額については、有形固定資産の減価償却が進んでおり、公共資産が減少しています
が、地域振興基金の積立等により、投資等が増加していることから、約25億円の増となっていま
す。

● 負債総額については、地方債が増えている一方で、職員の縮減により退職手当引当金（年度
末に全職員が退職すると仮定した場合の要支給額）が減少していること等から、約1億円の減と
なっています。

● 市民一人当たりにすると、資産は約117万円、負債は約45万円となっています。

※人口は、平成21年3月31日現在の85,840人を使用（以下同じ）。

H21.3.31現在（単位：千円）

増減額 増減額

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 89,128,029 △ 937,711 １　固定負債 36,106,543 △ 183,742

２　投資等 7,841,896 3,258,994 ２　流動負債 2,799,087 83,179

３　流動資産 3,736,748 225,911 38,905,630 △ 100,563

[純資産の部]

純 資 産 合 計 61,801,043 2,647,757

100,706,673 2,547,194 100,706,673 2,547,194資 産 合 計 負債・純資産合計

負 債 合 計

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方
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((((2222) ) ) ) 行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書

● 経常行政コストは約242億円、経常収益は約9億円で、純経常行政コストは約233億円です。

● 経常行政コストは移転支出的なコスト（扶助費、補助費、繰出金等）が約113億円と全体の
46.8%を占め、次いで、人にかかるコスト（人件費、退職金等）が約64億円と26.5%を占めていま
す。

● その他のコストにおいては、貸借対照表（負債）の長期未払金等で債務負担行為の支出予定
額が減ったこと等により約4億の減となっています。その一方で、人にかかるコストは、退職手
当引当金繰入等（当該年度の退職手当組合負担金や新たに負担増となった引当金等）が増えたこ
と等により約5億の増となり、経常行政コスト全体では約2億円の増となっています。

● 市民一人当たりの純経常行政コストは、約27万円となっています。

((((3333) ) ) ) 純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　((((4444) ) ) ) 資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書

●　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部に計上されている数値が、１年間でどのよう
に変動したかを表しています。

●　資金収支計算書は、現金ベースで１年間の資金の流れ（フロー）を表しています。

H20.4.1～H21.3.31（単位：千円、％）

区分 平成20年度 増減額 増減率 構成比

経常行政コスト　　ａ 24,227,548 219,098 0.9

１　人にかかるコスト 6,423,202 515,181 8.7 26.5%

２　物にかかるコスト 5,629,736 △ 122,875 △ 2.1 23.2%

３　移転支出的なコスト 11,338,364 240,007 2.2 46.8%

４　その他のコスト 836,246 △ 413,215 △ 33.1 3.5%

経常収益　　ｂ 942,177 146,374 18.4

　使用料・手数料等 942,177 146,374 18.4

純経常行政コスト　　ａ－ｂ　 23,285,371 414,469 1.8

H20.4.1～H21.3.31（単位：千円）

区分 金額

期首純資産残高 61,349,965

　純経常行政コスト △ 23,285,371

　一般財源 19,815,701

　　　うち地方税 9,714,665

　　　うち地方交付税 7,568,145

　　　うちその他 2,532,891

　補助金等受入 3,631,029

　資産評価替えによる変動額 51,377

　その他 238,342

期末純資産残高 61,801,043

H20.4.1～H21.3.31（単位：千円）

区分 金額

１　経常的収支額 4,677,750

２　公共資産整備収支額 △ 921,814

３　投資・財務的収支額 △ 3,759,996

当年度歳計現金増減額 △ 4,060

期首歳計現金残高 881,083

期末歳計現金残高 877,023
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３３３３．．．．香取市香取市香取市香取市のののの連結財務書類連結財務書類連結財務書類連結財務書類

　連結財務書類は、普通会計に、水道や国民健康保険などの特別会計と、市が加入している一部
事務組合を含めています。

《香取市における平成20年度の連結対象範囲》

連結貸借対照表連結貸借対照表連結貸借対照表連結貸借対照表（（（（バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート））））

● 資産総額は約1,551億円、負債総額は約704億円で、純資産総額は約847億円です。

● 市民一人当たりにすると、資産は約181万円、負債は約82万円となっています。

H21.3.31現在（単位：千円）

増減額 増減額

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 141,988,415 △ 2,295,733 １　固定負債 64,706,185 △ 1,228,826

２　投資等 6,941,423 1,051,975 ２　流動負債 5,696,613 △ 817,760

３　流動資産 6,142,346 574,885 70,402,798 △ 2,046,586

[純資産の部]

４　繰延資産 62,795 △ 15,278 純　 資　 産　 合　 計 84,732,181 1,362,435

155,134,979 △ 684,151 155,134,979 △ 684,151

負 債 合 計

貸　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　方 

資 産 合 計 負債・純資産合計

　　　　　【一部事務組合】
　香取広域市町村圏事務組合
　香取市東庄町清掃組合
　香取市東庄町病院組合
　千葉県市町村総合事務組合

連結

香取市全体

水道事業会計
簡易水道事業会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
観光事業特別会計
工業等導入促進事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
老人保健事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
居宅介護サービス事業特別会計
　(デイサービス・訪問看護)

一般会計等

普通会計
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財務書類名

貸借対照表
(ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄ)

行政コスト
計算書

純資産変動
計算書

資金収支
計算書

　※ 総務省｢公会計の整備推進について(通知)｣、｢公会計に関するﾌﾞﾛｯｸ説明会資料｣から作成

作成内容

但し、出納整理期間における出納は基準日までに終了したものとした

原則として、

基準日の翌日から１年以内に入出金されるものを「流動資産」「流動負債」とし、

それ以外のものを「固定資産」「固定負債」とした

　国の示す算定方法により、全職員が年度末に普通退職したと想定して積算

　（財政健全化法に基づく算定方式を採用）

　普通会計及び連結分の各４表

原則として、昭和44年度以降の決算統計における普通建設事業費のデータを使用
し、国の示す「耐用年数表」により、残存価格ゼロの定額法で減価償却を行った

 収入未済額のうち、「不納欠損額÷（滞納繰越収入額＋不納欠損額）」の過去
 ５年の平均値を用いて算出

　平成20年度（作成基準日：平成21年３月31日）

　一年基準を採用

　取得原価主義に基づき計上そ の 他
留意点等

対象年度

固定･流動区分

有形固定資産

回収不能見込額

退職手当引当金

２．香取市の作成方式等

地方財政状況調査（決算統計）を活用し、全ての資産台帳の整備と個別出納データを複式簿記にて対応で
きていない場合等、多くの自治体が取り組みやすく、早期に整備効果を得られやすい方式とされている

　総務省方式改定モデル

当該年度当該年度当該年度当該年度のののの現金現金現金現金のののの流流流流れをれをれをれを示示示示すものすものすものすもの

当該収支を性質に応じ、経常的収支、公共資産整備収支、投
資・財務的収支に区分して表示し、地方公共団体の各活動に
おける資金状況を説明している

・経常的経費や投資的経費の財源状況
・年間における資金変動状況

作成方式

１．各財務書類の性格等と得られる情報

参考資料参考資料参考資料参考資料

地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体のののの経常的経常的経常的経常的なななな活動活動活動活動にににに伴伴伴伴ううううコストコストコストコストとととと、、、、対対対対するするするする使用使用使用使用
料料料料・・・・手数料等手数料等手数料等手数料等のののの収入収入収入収入をををを示示示示すものすものすものすもの

なお、コストの面では、人件費等の人にかかるコスト、物件
費等の物にかかるコスト等の区分ごとに算出している

・経常的にかかる行政サービスコストの状況
・受益者負担（収入）で賄われた状況

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表のののの地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体のののの純資産純資産純資産純資産（（（（資産資産資産資産からからからから負債負債負債負債をををを差差差差しししし引引引引
いたいたいたいた残余残余残余残余））））がががが、、、、一会計期間一会計期間一会計期間一会計期間にどのようににどのようににどのようににどのように増減増減増減増減したかをしたかをしたかをしたかを示示示示すもすもすもすも
のののの

また、純資産総額の変動に加え、財源要因による増減の状況
を明らかにしている

・純資産の変動状況
・純資産の財源状況

各書類の性格・意味 得られる情報

地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体がどれほどのがどれほどのがどれほどのがどれほどの資産資産資産資産やややや債務債務債務債務をををを有有有有しているかをしているかをしているかをしているかを示示示示すすすす
ものものものもの

また、公共資産を「将来の経済的便益の流入が見込まれる資
産」「経済的便益の流入は見込まれないが行政サービスの提
供に必要な資産」「売却が可能な資産」等に区分し、その保
有状況を明らかにしている

・次世代に引き継ぐ資産の状況
・将来、職員が退職する場合の負担状況
・将来世代の負担となる地方債残高の状況
・損失補償している公社や３ｾｸの債務状況の有無
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